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1. 概要  
本発表では，実制作のための家具形状モデルの構造推定手法を紹介する[1]．近年，大量生産によらないエンドユーザ自身

による製品のデザインが注目を浴びている[5][6]．我々の目標は，インターネット上などにある様々な家具の3Dモデルをもと

に，エンドユーザがそれらを実際に制作できるようにすることである．しかし，ネット上にある一般的な家具形状モデルは制

作に必要な構造情報をもっていない．そこで我々は，家具の3Dモデルから実際に制作するために必要な部品や取付金具(釘，ネ

ジ，蝶番など)を自動的に生成することでこの問題を解決する．今回はエンドユーザが木材で制作可能な家具形状モデルに焦点

を当てる．3次元モデルの組立方法や部品の展開の可視化などが関連研究として挙げられる[3][4]．しかし，これらはすでに分

解された3次元モデルを入力として用いるため，	
 単なるポリゴンメッシュとして表現された一般的な3Dモデルを扱うことはで

きない．我々の手法は3Dモデルを分解し，必要な部品を補完することでこの橋渡しを行うことができる．	
 

提案手法では，キャビネットやテーブルなどの基本的な家具の構造を表現するための形式文法をあらかじめ定義し、それを

構造解析に使用する．この形式文法は有向グラフを生成する．有向グラフは一つの家具モデルを表し，各々のノードは部品，

エッジは部品の結合を表す．これらの情報は，各部品の接続関係や、釘や蝶番などの取り付け金具の位置および数を特定すると

きに利用される．	
 

全体の処理の流れについて説明する．最初に，ボクセル化やセグメンテーション[2]などを用いて家具形状モデルを基本的

な形状に分解する。その後、それらをトークンとする字句解析を行う．この処理により，家具形状モデルから分解された基本的

な部品形状と、それらの接続関係を表すグラフを得ることができる．そしてこのグラフを形式文法を用いて構造解析し，情報が

不足する場合はそれを補うことで，実制作を可能にするグラフを得る．これにより，最終的な部品の形状の詳細や接合の仕方を

決定することができる，	
 

 
キャビネットの形状モデル(左)．構造解析により得られた各部品とそれらを接続する金具(中央)，試作結果（右）	
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